　物質の正体

　　年　　組　　番　氏名　　　　　　　　　　　　.

物質をどんどん拡大するとどのようになっているのか調べよう
これまでに習った分解をもう一度復習しよう
	名前
	分解の種類
	まとめの式

	酸化銀の分解
	熱分解
	酸化銀　→　酸素　＋　銀

Ag2O 　→　　O2　　＋　Aｇ

	炭酸水素ナトリウム

の分解（カルメ焼き）
	熱分解
	炭酸水素ナトリウム　→　二酸化炭素　＋　水　　＋　炭酸ナトリウム

　　　　　　　　　　　　　　　（炭酸ガス）

NaHCO3　　　　　　　→　CO2　　　　　　＋　H2O　＋　Na2CO3

	水の分解
	電気分解
	水　　　→　　水素　＋　酸素

H2O　　→　　H2　　＋　O2


◎矢印は時間の方向を表す。　　材料　→　できたもの　　のかたち　
◎何となく、矢印の前後で何らかの決まりがあるような気がする・・・。

・特に記号で書いたまとめの式は　一文字がブロックのように扱えそうである。

· ブロックで考えると実験結果が読めてきそう。

· ブロックの例（　銀　、　酸素　、　水素　・・・・）銀酸素　←酸化銀
◎このブロックの正体とは？
→電子顕微鏡で1億分の１ｍくらいまで拡大していくと、「原子」atom（アトム）という小さい粒が見える
→コンピューターで見てみよう
原子の性質
◎核融合など、理科室の範囲を超えている現象は別
· 分割できない　（熱や電気などではムリ）

· 誕生・消滅・変身なし　（例：銀原子が酸素原子には変わらない）
· 約100種類ある（それぞれ重さ・大きさ・特徴が違う）（現在118種類まで発見）
◎原子の例　（一番小さい原子　：　水素原子　について）
	大きさ
	重さ

	直径　1億分の1ｃm　

＝0. 000 000 000 1 m

＝0.1nm(ナノメートル)

水素原子を1億倍すると1cmになる
	→　600 000 000 000 000 000 000 000個で1g


（　=6000垓（がい）個）




物質は，

　　　　　　　　
　　でできている。
○○○○○○○○
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○○○○○○○○








